
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

国内旅行業務取扱
管理者

① 8人

人
人
人
％

％

（令和 4

0 名 0 ％

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
出席率管理・出席率悪化学生の早期面談システム

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
長期留学制度奨学金　英語資格取得奨学金　家族推薦奨学金

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

令和4年4月1日時点において、在学者24名（令和4年4月1日入学者を含む）
令和5年3月31日時点において、在学者24名（令和5年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

経済的理由・進路変更

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

https://www.trajal.info/

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
面接指導、筆記試験対策、業界事情の講義

■卒業者数 12
■就職希望者数 11

■主な就職先、業界等（令和4年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
観光サービス関連業界 （令和4年度卒業者に関する令和5年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人

年度卒業者に関する令和5年5月1日時点の情報）

■就職者数 11
100■就職率　　  　　　 　　　　：

■卒業者に占める就職者の割合
： 91.66666667

長期休み
■夏　 季：7月下旬～9月30日までの5週間
■冬　 季：12月下旬～1月上旬の3週間
■春季休業：3月上旬～4月上旬までの3週間

卒業・進級
条件

全科目の内、80％以上の科目認定

出席率80％以上

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 （例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等
・体育祭実行委員会、図書委員、ＳＤＧｓ委員等
・研修旅行、フィールドワーク

担任、バディティーチャー制による定期的な面談実施

■サークル活動： 無

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
学期毎に1回の試験を実施

200人 18人 0人 2人 0人 2人

- -
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間 1768 1768 - -

認定年月日 平成26年4月1日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

（電話）

商業実務 商業実務専門課程
観光学科旅行科 平成16年文部科学省告示

第29号有
―

学科の目的 観光サービス関連企業との連携をより強固なものにして、本学卒業後に即戦力として就業できる人材を教育・育成する。

03-6734-2939
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

（別紙様式４）

令和５年７月３１日※１
（前回公表年月日：令和３年７月３１日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

12人
国内旅程管理主任

者
②

総合旅行業務取扱
管理者

① 1人

ホスピタリティツーリズム
専門学校大阪

昭和56年4月1日 高田　直樹
〒550-0002
大阪府大阪市西区江戸堀2-1-25

（電話） 06-6447-0051
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人トラベルジャー
ナル学園

昭和55年4月1日 森谷　博
〒164-8550
東京都中野区東中野三丁目18番11号



種別

②

②

③

③

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合には、種別の欄は空欄で構いません。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（11月、2月）

動画制作関連の授業導入について
・観光に関するPR動画を競う動画コンテスト「国際観光映像祭」への応募を勧めていただいた。応募者数も現在はまだ多く
ないため、入賞しやすい環境である。
　⇒今年度の授業内容を一部見直し、入賞・受賞を目標に導入する

（開催日時（実績））
第１回　令和4年11月7日　16：30～18：00
第２回　令和5年1月30日　16：30～18：00

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

企業との連携により、実際の業界関連業務に携わることで、就業時に即戦力として働ける力を醸成する。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

受け入れ先企業と協定書を交わし、一定期間の企業実習を行う。当該企業の担当者は、指導報告を本学に行う。

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

企業実習や本学卒業生の勤務状況、企業の施設を利用した実践的な講義を通じ、人事担当者や現場責任者の意見具申
をカリキュラム等に柔軟に反映させていく。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

業界からの要望、知見をもって、本学のカリキュラムの編成に対して意見・具申を行う。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

木村　洋司 日本航空㈱　西日本地区副支配人 令和5年6月1日～
令和7年5月31日（２年）

田中　知一

梅村　千尋

川崎　祥司

大阪府立布施高等学校

㈱日本旅行　企画チーフ

阪急電鉄㈱　運輸副部長

令和5年4月1日～
令和7年4月1日（２年）
令和3年9月30日～
令和5年9月30日（２年）
令和5年5月1日～
令和7年5月1日（２年）

古瀬　江梨奈 合同会社USJ人事部・卒業生 令和5年4月1日～
令和7年4月1日（２年）

令和5年3月31日現在

名　前 所　　　属 任期

廣岡　裕一 京都外国語大学グローバル観光学科教授 令和3年10月31日～
令和5年10月31日（２年）



（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「学科魅力付け研修」（連携企業等：　株式会社マックスマネジメント　）
期間：令和５年８月８日（火）～９（水）　、２２日（火）～２３日（水）　　　　　対象：教職員４５名
内容：①入学後のイベントのあり方　②SNS・動画やHPのあり方

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

本学の教員・講師は講師向け配布マニュアル「教務基本指導要領」に基づき、全体研修・集合研修・個人研修の受講または専門分野の研究を行
い、自己能力の開発に努めなければならない。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

地域創成デザイン 地域振興ツーリズム理解のための商品開発提案 全国農協観光協会

イベントブランニング
産学連携により、学生企画による海外旅行商品の企画・提
案・プレゼン・パンフレット作成を共同で行う

株式会社エヌオーイー

研修名「学科魅力付け研修」（連携企業等：　株式会社マックスマネジメント　）
期間：令和４年８月２３日（火）～２４（水）　　　　　　対象：教職員１９名
内容：①新しい教育のあり方　②業界に就職させるための方策　③学科の魅力発信

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「学科魅力付け研修」（連携企業等：　株式会社マックスマネジメント　）
期間：令和４年８月２５日（木）～２６（金）　　　　　　対象：教職員２４名
内容：①新しい教育のあり方　②業界に就職させるための方策　③学科の魅力発信

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等
（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な2科目について記載。



種別

②

②

③

③

③

③

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　　）
URL:https://www.trajal.info/
公表時期：令和５年１月３１日

古瀬　江梨奈 合同会社USJ人事部・卒業生
令和5年4月1日～
令和7年4月1日（２年）

廣岡　裕一 京都外国語大学グローバル観光学科教授
令和3年10月31日～
令和5年10月31日（２年）

木村　洋司 日本航空㈱　西日本地区副支配人
令和5年6月1日～
令和7年5月31日（２年）

田中　知一

梅村　千尋

川崎　祥司

大阪府立布施高等学校

㈱日本旅行　企画チーフ

阪急電鉄㈱　運輸副部長

令和5年4月1日～
令和7年4月1日（２年）

令和3年9月30日～
令和5年9月30日（２年）

令和5年5月1日～
令和7年5月1日（２年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

公開する学校関係者評価は、本学の自己点検結果に対して評価委員が意見具申し、修正されたものが学校関係者評価委
員においての最終承認を得たものである。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和5年3月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 専修学校設置基準の遵守、個人情報保護
（１０）社会貢献・地域貢献 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 留学生の受入れ・派遣

（６）教育環境 施設・設備、学内外の実習施設等
（７）学生の受入れ募集 学生募集活動、奨学金等
（８）財務 中長期的な学校の財務基盤、予算・収支計画、財務情報公開

（３）教育活動 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等
（４）学修成果 就職率の向上、資格取得率の向上、退学率の低減等
（５）学生支援 進路・就職に関する支援体制、学生相談に関する体制等

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 学校の理念・目的・育成人材像
（２）学校運営 運営方針に沿った事業計画の策定

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

本学における自校点検が適切であるか、学校関係者の高所から意見・評価を取り入れ、より良い学校経営に活かす。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL:https://www.trajal.info/

（８）学校の財務 財務状況
（９）学校評価 自己評価表
（１０）国際連携の状況 外国人留学生の受入、留学制度

（ホームページ　）

（５）様々な教育活動・教育環境 行事、課外活動
（６）学生の生活支援 健康診断、アルバイト、カウンセラー等
（７）学生納付金・修学支援 学費、学費減免制度、サポート制度

（２）各学科等の教育 学生数、カリキュラム、進級要件、資格取得実績、就職者数
（３）教職員 教員数
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取り組み状況

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

本学の情報を企業等に広く提供することで、本学への理解を深めていただき、学園・企業間で相互に連携を緊密化し、学生
就職時の最適なマッチングに活かしていく

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 教育理念、教育方針、所在地、校長名、施設名

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係
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習
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実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

1 〇
ホスピタリ

ティ入学研修

ホスピタリティ業界で活躍する人材として
の自覚を持ち、それを具現化していくため
のプログラムを実施する。

1
前

12 〇 〇 〇

2 〇
入学オリエン
テーション

学校生活を通して、仲間との協調性、主体
性、思いやりの心など他者との関係構築が
でき、人として成長するためのワークや研
修を行う。

1
前

12 〇 〇 〇

3 〇 ショートＨＲ

クラス内での役割分担、コミュニケーショ
ンを実践的に学ぶ。担任との学生生活、進
路等の相談を通じて、自分のキャリアプラ
ンの形成につなげる。

1
通
2
通

120 〇 〇 〇

4 〇 始業ＨＲ

クラス内での役割分担、コミュニケーショ
ンを実践的に学ぶ。担任との学生生活、進
路等の相談を通じて、自分のキャリアプラ
ンの形成につなげる。

1
前

4 〇 〇 〇

5 〇
ホスピタリ
ティ ・ＳＤ
ＧＳ研究

企業が行うホスピタリティの行動と、SDGs
の事例を学び、地球規模でホスピタリティ
の具現化について考察を深める。

1
前

30 2 〇 〇 〇

6 〇
キャリアガイ

ダンス

1.自己分析、職業観、業界・企業研究
2.就職活動に必要な応募書類の理解と作成
3.面接試験対策
4.求人情報、企業研究

1
前

30 2 〇 〇 〇

7 〇
プレゼンテー

ション

プレゼンテーションツール（Power Pointな
ど)を使い、実践を通じてプレゼンテーショ
ン力を身に着ける。

1
前

30 2 〇 〇 〇

8 〇 業界英会話
観光業界において、基本的なコミュニケー
ション力を身に着け、外国人のお客様に抵
抗なく対応できるようになる。

1
前

30 2 〇 〇 〇

9 〇 旅行業法
旅行業に携わる上で守るべき旅行業法及び
同法施行規則を理解する。国内旅行業務取
扱管理者資格取得を目指す。

1
前

30 2 〇 〇 〇

10 〇 旅行業約款
旅行者と契約を締結する上で案内が必要と
なる旅行業約款・各種約款を理解する。国
内旅行業務取扱管理者資格取得を目指す。

1
前

30 2 〇 〇 〇

11 〇 JR運賃料金

JRの運賃・料金規則、計算方法を理解し、
実務知識をつける。
国内旅行業務取扱管理者資格取得を目指
す。

1
前

30 2 〇 〇 〇

12 〇 国内観光地理
国内の主要観光資源知識を習得する。
国内旅行業務取扱管理者資格取得を目指
す。

1
前

30 2 〇 〇 〇

授業科目等の概要

（商業実務専門課程観光学科旅行科）令和５年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 〇 国内実務対策
旅行会社での様々業務について、実務レベ
ルで学習する。就職後の即戦力となるため
のスキルを習得する

1
前

30 2 〇 〇 〇

14 〇
地域創生デザ

イン

従来の見学型旅行とは違う「体験型ふれあ
い旅行」を学び、新しい旅行素材を考え
る。
観光促進に繋がる旅行プランを企画する。

1
前

30 2 〇 〇 〇 〇

15 〇
国内観光プラ

ンニング
時刻表の読み方、行程表の作成方法を身に
つけ、国内旅行のプランニングをする。

1
前

30 2 〇 〇 〇

16 〇
イベントプラ

ンニング
MICE等の業務旅行・イベント運営の方法を
理解し、企画力・対応力を身に着ける。

1
前

30 2 〇 〇 〇 〇

17 観光企業研究
観光業界の成り立ちと企業について理解を
深め、就職活動に備える。

1
前

30 2 〇

18 〇 企業実習
夏期期間中、観光業界における現場研修を
通じ、職業理解を深める。

1
前

30 1 〇 〇 〇

19 〇
キャリアガイ

ダンス

就職活動に向けた業界研究、自己分析を行
い、書類選考、面接試験に向けた準備を行
う。

1
後

30 2 〇 〇 〇

20 〇
プレゼンテー

ション

人前で自分の考えを効果的に伝えることが
できるようになる。組織の中で協力し、掲
げられた目標を達成する力を習得する。

1
後

30 2 〇 〇 〇

21 〇 業界英会話
観光業界において、基本的なコミュニケー
ション力を身に着け、外国人のお客様に抵
抗なく対応できるようになる。

1
後

30 2 〇 〇 〇

22 〇
地域創生デザ

イン

従来の見学型旅行とは違う「体験型ふれあ
い旅行」を学び、新しい旅行素材を考え
る。
観光促進に繋がる旅行プランを企画する。

1
後

30 2 〇 〇 〇 〇

23 〇
デジタルマー
ケティング

商品やサービスが売れる仕組みを理解す
る。さらに目的に応じたデータ活用方法
を、SNS・コンテンツマーケティングを実践
を通して学ぶ。

1
後

30 2 〇 〇 〇

24 〇
イベントプラ

ンニング
MICE等の業務旅行・イベント運営の方法を
理解し、企画力・対応力を身に着ける。

1
後

30 2 〇 〇 〇

25 〇
キャリアガイ

ダンスⅡ
就職採用試験の筆記試験（SPI試験）通過を
目標に、基礎的学力を身に着ける。

1
後

30 2 〇 〇 〇

26 〇
予約端末オペ
レーション

早見表や練習問題を活用し、専門的な予約
業務知識を定着させながら、操作技術を取
得する。

1
後

30 2 〇 〇 〇

27 〇 ＰＣスキル
PowerPointを中心に、企画書や広告のデザ
インや色彩について学ぶ。

1
後

30 2 〇 〇 〇



28 〇
海外観光プラ

ンニング

世界の主要都市、観光名所、祭事、イベン
ト等を学び、海外ツアープランニングがで
きる知識・スキルを得る。

1
後

30 2 〇 〇 〇

29 〇
国内観光プラ

ンニング
PCや時刻表を活用し様々なテーマに沿った
旅行のプランニングをする。

1
後

30 2 〇 〇 〇

30 〇 海外観光地理
観光業界の基礎となる海外観光地理につい
ての知識を身に着ける。

1
後

30 2 〇 〇 〇

31 〇
観光プロモー

ション

ソーシャルメディアやドローン等のICTを活
用し、観光地等のプロモーションスキルを
身に着ける

1
後

30 2 〇 〇 〇

32 〇 企業実習
冬期期間および後期期間中、観光業界にお
ける現場研修を通じ、職業理解を深める。

1
後

30 1 〇 〇

33 〇
中国語・韓国

語
第２言語での日常会話および業界でのコ
ミュニケーションスキルを身につける。

2
前

30 2 〇 〇 〇

34 〇
地域創生デザ

イン

従来の見学型旅行とは違う「体験型ふれあ
い旅行」を学び、新しい旅行素材を考え
る。
観光促進に繋がる旅行プランを企画する。

2
前

30 2 〇 〇 〇

35 〇
デジタルマー
ケティング

商品やサービスが売れる仕組みを理解す
る。さらに目的に応じたデータ活用方法
を、SNS・コンテンツマーケティングを実践
を通して学ぶ。

2
前

30 2 〇 〇

36 〇
イベントプラ

ンニング
MICE等の業務旅行・イベント運営の方法を
理解し、企画力・対応力を身に着ける。

2
前

30 2 〇 〇 〇

37 〇 ＰＣスキル
旅行会社で使用する書類やパンフレット
を、ＰＣを使用して作成する。

2
前

30 2 〇 〇 〇

38 〇
海外観光プラ

ンニング

世界の主要都市、観光名所、祭事、イベン
ト等を学び、海外ツアープランニングがで
きる知識・スキルを得る。

2
前

30 2 〇 〇 〇

39 〇
国内観光プラ

ンニング
PCや時刻表を活用し様々なテーマに沿った
旅行のプランニングをする。

2
前

30 2 〇 〇 〇

40 〇 海外観光地理
観光業界の基礎となる海外観光地理につい
ての知識を身に着ける。

2
前

30 2 〇 〇 〇

41 〇
セールスオペ
レーション

国内・海外旅行の営業・添乗員に必要な知
識とスキルを身に着ける。

2
前

30 2 〇 〇 〇

42 〇
観光プロモー

トション

ICT機器（カメラ・ドローン）を活用し、観
光地魅力の発信方法を実践を通して学ぶ。
撮影・編集スキルとデジタルスキルを身に
着ける。

2
前

30 2 〇 〇 〇



43
リテールマー
ケティング

商品を販売する上での接客業務に必要な販
売接客スキル・知識を身に着ける。

2
前

30 2 〇 〇 〇

44 〇
ビジネスマ

ナー

社会で役立つこと、社会人として知ってお
くべき知識を応用できるようにワーク形式
で学習する。

2
前

30 2 〇 〇 〇

45 海外観光実務
海外旅行販売時に必要な知識（旅行保険、
機内基礎知識、ビザ等）を学ぶ。

2
前

30 2 〇 〇 〇

46 〇
中国語・韓国

語
第２言語での日常会話および業界でのコ
ミュニケーションスキルを身につける。

2
後

30 2 〇 〇 〇

47 〇
地域創生デザ

イン

従来の見学型旅行とは違う「体験型ふれあ
い旅行」を学び、新しい旅行素材を考え
る。
観光促進に繋がる旅行プランを企画する。

2
後

30 2 〇 〇 〇 〇

48 〇
デジタルマー
ケティング

商品やサービスが売れる仕組みを理解す
る。さらに目的に応じたデータ活用方法
を、SNS・コンテンツマーケティングを実践
を通して学ぶ。

2
後

30 2 〇 〇

49 〇 観光素材研究
航空・鉄道・ホテル・テーマパーク等の旅
行商品の素になる分野を学習し、お客さま
のご案内に役立てます。

2
後

30 2 〇 〇 〇

50 〇 ＰＣスキル
旅行会社で使用する書類やパンフレット
を、ＰＣを使用して作成する。

2
後

30 2 〇 〇 〇

51 〇 海外観光地理
観光業界の基礎となる海外観光地理につい
ての知識を身に着ける。

2
後

30 2 〇 〇 〇

52 〇
セールスオペ
レーション

国内・海外旅行の営業・添乗員に必要な知
識とスキルを身に着ける。

2
後

30 2 〇 〇 〇

53 〇
ビジネスマ

ナー

社会で役立つこと、社会人として知ってお
くべき知識を応用できるようにワーク形式
で学習する。

2
後

30 2 〇 〇 〇

54 〇
ツーリズム研

究

バリアフリー観光、ユニバーサルマナー、
救命講習、発達障害、LGBTを学び、様々な
視点に立った観光について見識を深める。

2
後

30 2 〇 〇 〇

55 〇
リテールマー
ケティング

商品を販売する上での接客業務に必要な販
売接客スキル・知識を身に着ける。

2
後

30 2 〇 〇 〇

56 〇
インバウンド
ツーリズム

訪日旅行に関する知識（宗教・文化・習慣
等）・理解を深める。

2
後

30 2 〇 〇 〇

57 〇
ＩＲツーリズ

ム
ホテル・劇場、国際会議場などのMICE施設
についての知識を深める。

2
後

30 2 〇 〇 〇



58

50

58科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

各年度の出席率80％以上　各年度の単位取得数が全単位数の80％以上
１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 15週

（留意事項）

1768単位時間(106単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

合計



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

サービス介助士 ③ 34人

人
人
人
％

％

（令和 4

1 名 2 ％

ホスピタリティツーリズム
専門学校大阪

昭和56年4月1日 高田　直樹
〒550-0002
大阪府大阪市西区江戸堀2-1-25

（電話） 06-6447-0051

（別紙様式４）

令和５年７月３１日※１
（前回公表年月日：令和４年７月３１日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人トラベルジャー
ナル学園

昭和55年4月1日 森谷　博
〒164-8550
東京都中野区東中野三丁目18番11号

（電話）

商業実務 商業実務専門課程
観光学科鉄道サービス科 平成16年文部科学省告示

第29号有
―

学科の目的 観光サービス関連企業との連携をより強固なものにして、本学卒業後に即戦力として就業できる人材を教育・育成する。

03-6734-2939
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成26年4月1日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

- -
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間 1828 1468 - 360

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
学期毎に1回の試験を実施

200人 67人 0人 2人 0人 2人

長期休み
■夏　 季：7月下旬～9月30日までの5週間
■冬　 季：12月下旬～1月上旬の3週間
■春季休業：3月上旬～4月上旬までの3週間

卒業・進級
条件

全科目の内、80％以上の科目認定

出席率80％以上

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 （例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等
・体育祭実行委員会、図書委員、ＳＤＧｓ委員等
・研修旅行、フィールドワーク

担任、バディティーチャー制による定期的な面談実施

■サークル活動： 無

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人

年度卒業者に関する令和5年5月1日時点の情報）

■就職者数 32
97.0■就職率　　  　　　 　　　　：

■卒業者に占める就職者の割合
： 88.9

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
出席率管理・出席率悪化学生の早期面談システム

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
長期留学制度奨学金　英語資格取得奨学金　家族推薦奨学金

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

令和4年4月1日時点において、在学者65名（令和4年4月1日入学者を含む）
令和5年3月31日時点において、在学者64名（令和5年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

経済的理由・進路変更

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

https://www.trajal.info/

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

国内旅行業務取扱
管理者

① 12人

普通救命講習Ⅱ ③ 35人

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

就職等の
状況※２

■就職指導内容
面接指導、筆記試験対策、業界事情の講義

■卒業者数 36
■就職希望者数 33

■主な就職先、業界等（令和4年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
鉄道関連業界 （令和4年度卒業者に関する令和5年5月1日時点の情報）



種別

②

②

③

③

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

令和3年9月30日～
令和5年9月30日（２年）
令和5年5月1日～
令和7年5月1日（２年）

古瀬　江梨奈 合同会社USJ人事部・卒業生 令和5年4月1日～
令和7年4月1日（２年）

令和５年3月31日現在

名　前 所　　　属 任期

廣岡　裕一 京都外国語大学グローバル観光学科教授 令和3年10月31日～
令和5年10月31日（２年）

「運転法規」は動力車操縦者運転免許取得時の筆記試験において必要になってくる知識であるが、おそらく今覚えたとして
もその時には忘れているはず。「運転法規」「運転士実務」「運転訓練」「指令実務」の科目については、こういった業務があ
ると知るという意味であるのならよい。「指令実務」についても１つの科目として行う必要はない。だが現場では慌ててしまい
指令内容がうまく伝えられないということがあるので、相手が求めていることを伝えるというコミュニケーションとしては必要
かもしれない。

（開催日時（実績））
第１回　令和4年11月7日　16：30～18：00
第２回　令和5年1月30日　16：30～18：00

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

企業実習や本学卒業生の勤務状況、企業の施設を利用した実践的な講義を通じ、人事担当者や現場責任者の意見具申
をカリキュラム等に柔軟に反映させていく。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

業界からの要望、知見をもって、本学のカリキュラムの編成に対して意見・具申を行う。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

木村　洋司 日本航空㈱　西日本地区副支配人 令和5年6月1日～
令和7年5月31日（２年）

田中　知一

梅村　千尋

川崎　祥司

大阪府立布施高等学校

㈱日本旅行　企画チーフ

阪急電鉄㈱　運輸副部長

令和5年4月1日～
令和7年4月1日（２年）

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

企業との連携により、実際の業界関連業務に携わることで、就業時に即戦力として働ける力を醸成する。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

受け入れ先企業と協定書を交わし、一定期間の企業実習を行う。当該企業の担当者は、指導報告を本学に行う。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合には、種別の欄は空欄で構いません。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（11月、2月）



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等
（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な3科目について記載。

鉄道企業
近江鉄道(株)様とタイアップし「貸切列車」のテーマで学生
によるプレゼン実施。

近江鉄道株式会社

技術基礎
南海電鉄千代田工場にて、工場見学並びに現場体験を行
う。

南海電鉄株式会社

企業実習
各業界の企業インターンシップで職業体験を行う。又は、
各企業に必要な実務能力を高めるための特別講座を受講
する。

株式会社JR西日本メンテック他


研修名「学科魅力付け研修」（連携企業等：　株式会社マックスマネジメント　）
期間：令和４年８月２３日（火）～２４（水）　　　　　　対象：教職員１９名
内容：①新しい教育のあり方　②業界に就職させるための方策　③学科の魅力発信

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「学科魅力付け研修」（連携企業等：　株式会社マックスマネジメント　）
期間：令和４年８月２５日（木）～２６（金）　　　　　　対象：教職員２４名
内容：①新しい教育のあり方　②業界に就職させるための方策　③学科の魅力発信

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「学科魅力付け研修」（連携企業等：　株式会社マックスマネジメント　）
期間：令和５年８月８日（火）～９（水）　、２２日（火）～２３日（水）　　　　　対象：教職員４５名
内容：①入学後のイベントのあり方　②SNS・動画やHPのあり方

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

本学の教員・講師は講師向け配布マニュアル「教務基本指導要領」に基づき、全体研修・集合研修・個人研修の受講または専門分野の研究を行
い、自己能力の開発に努めなければならない。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等



種別

②

②

③

③

③

③

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 学校の理念・目的・育成人材像
（２）学校運営 運営方針に沿った事業計画の策定

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

本学における自校点検が適切であるか、学校関係者の高所から意見・評価を取り入れ、より良い学校経営に活かす。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境 施設・設備、学内外の実習施設等
（７）学生の受入れ募集 学生募集活動、奨学金等
（８）財務 中長期的な学校の財務基盤、予算・収支計画、財務情報公開

（３）教育活動 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等
（４）学修成果 就職率の向上、資格取得率の向上、退学率の低減等
（５）学生支援 進路・就職に関する支援体制、学生相談に関する体制等

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

公開する学校関係者評価は、本学の自己点検結果に対して評価委員が意見具申し、修正されたものが学校関係者評価委
員においての最終承認を得たものである。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和5年3月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 専修学校設置基準の遵守、個人情報保護
（１０）社会貢献・地域貢献 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 留学生の受入れ・派遣

古瀬　江梨奈 合同会社USJ人事部・卒業生
令和5年4月1日～
令和7年4月1日（２年）

廣岡　裕一 京都外国語大学グローバル観光学科教授
令和3年10月31日～
令和5年10月31日（２年）

木村　洋司 日本航空㈱　西日本地区副支配人
令和5年6月1日～
令和7年5月31日（２年）

田中　知一

梅村　千尋

川崎　祥司

大阪府立布施高等学校

㈱日本旅行　企画チーフ

阪急電鉄㈱　運輸副部長

令和5年4月1日～
令和7年4月1日（２年）

令和3年9月30日～
令和5年9月30日（２年）

令和5年5月1日～
令和7年5月1日（２年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　　）
URL:https://www.trajal.info/
公表時期：令和５年１月３１日



（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

本学の情報を企業等に広く提供することで、本学への理解を深めていただき、学園・企業間で相互に連携を緊密化し、学生
就職時の最適なマッチングに活かしていく

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 教育理念、教育方針、所在地、校長名、施設名

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（５）様々な教育活動・教育環境 行事、課外活動
（６）学生の生活支援 健康診断、アルバイト、カウンセラー等
（７）学生納付金・修学支援 学費、学費減免制度、サポート制度

（２）各学科等の教育 学生数、カリキュラム、進級要件、資格取得実績、就職者数
（３）教職員 教員数
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取り組み状況

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL:https://www.trajal.info/

（８）学校の財務 財務状況
（９）学校評価 自己評価表
（１０）国際連携の状況 外国人留学生の受入、留学制度

（ホームページ　）
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1 〇
ホスピタリ

ティ入学研修

ホスピタリティ業界で活躍する人材として
の自覚を持ち、それを具現化していくため
のプログラムを実施する。

1
前

12 〇 〇 〇

2 〇
入学オリエン
テーション

学校生活を通して、仲間との協調性、主体
性、思いやりの心など他者との関係構築が
でき、人として成長するためのワークや研
修を行う。

1
前

12 〇 〇 〇

3 〇 ショートＨＲ

クラス内での役割分担、コミュニケーショ
ンを実践的に学ぶ。担任との学生生活、進
路等の相談を通じて、自分のキャリアプラ
ンの形成につなげる。

1
通
2
通

120 〇 〇 〇

4 〇 始業ＨＲ

クラス内での役割分担、コミュニケーショ
ンを実践的に学ぶ。担任との学生生活、進
路等の相談を通じて、自分のキャリアプラ
ンの形成につなげる。

1
前

4 〇 〇 〇

5 〇 業界英会話 業界に特化した英会話力を習得する。
1
前

30 2 〇 〇 〇

6 〇
ホスピタリ
ティ ・ＳＤ
ＧＳ研究

ホスピタリティ産業で求められるマインドを身につ
け、業界でホスピタリティを発揮できる人材を育て
る。SDGsやダイバーシティ＆インクルージョンへの
理解を深める。

1
前

30 2 〇 〇 〇

7 〇
キャリアガイ

ダンス

就職活動に向けた業界研究、自己分析を行
い、書類選考、面接試験に向けた準備を行
う。

1
前

30 2 〇 〇 〇

8 〇
ビジネスプレ
ゼンテーショ

ン

人前で自分の考えを効果的に伝えることが
できるようになる。組織の中で協力し、掲
げられた目標を達成する力を習得する。

1
前

30 2 〇 〇 〇

9 〇
適性検査／一

般常識
鉄道業に関わる適性検査と一般常識試験・
ＳＰＩ対策について学ぶ。

1
前

30 2 〇 〇 〇

10 〇 文字表現
作文、履歴書の書類作成にむけ美しく書く
技量を身につける。

1
前

30 2 〇 〇 〇

11 〇
コミュニケー
ショントレー

ニング

コミュニケーション能力、表現力などを身
につける。就職活動や鉄道業界入社後に必
要な能力を身につける。

1
前

30 2 〇 〇 〇

12 〇 鉄道接遇
事例を通して、より良いお客さま対応方法
について考える。

1
前

30 2 〇 〇 〇

授業科目等の概要

（商業実務専門課程観光学科鉄道サービス科）令和５年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 〇 駅係員実務
駅係員の基本業務を学び、対応力と判断力
を身に着ける。

1
前

30 2 〇 〇 〇

14 〇 運賃料金
ＪＲ、民営鉄道、各種輸送機関の運賃料金
を学ぶ。

1
前

30 2 〇 〇 〇

15 〇 路線地理
全国鉄道路線を基軸に各都道府県の風土・
地理を学ぶ。

1
前

30 2 〇 〇 〇

16 〇 鉄道概論
鉄道の基礎知識を学び今後の専門学習に備
える。

1
前

30 2 〇 〇 〇

17 〇
企業実習(90

コマ）
テーマパーク・鉄道関連会社での企業実習

1
前

90 3 〇 〇 〇

18 〇 業界英会話 業界に特化した英会話力を習得する。
1
後

30 2 〇 〇 〇

19 〇
キャリアガイ
ダンスｏｒ留

学対策

就職活動に向けた業界研究、自己分析を行
い、書類選考、面接試験に向けた準備を行
う。

1
後

30 2 〇 〇 〇

20 〇
ビジネスプレ
ゼンテーショ

ン

人前で自分の考えを効果的に伝えることが
できるようになる。組織の中で協力し、掲
げられた目標を達成する力を習得する。

1
後

30 2 〇 〇 〇

21 〇 運賃料金
ＪＲ、民営鉄道、各種輸送機関の運賃料金
を学ぶ。

1
後

30 2 〇 〇 〇

22 〇
適性検査／一

般常識
鉄道業に関わる適性検査と一般常識試験・
ＳＰＩ対策について学ぶ。

1
後

30 2 〇 〇 〇

23 〇
キャリアガイ

ダンス

就職活動に向けた業界研究、自己分析を行
い、書類選考、面接試験に向けた準備を行
う。

1
後

60 4 〇 〇

24 〇
パッセン

ジャーオペ
レーション

旅客ｱﾌﾟﾛｰﾁの方法を学び表現力を高める。
1
後

30 2 〇 〇 〇

25 〇 車掌実務
車掌の基本業務を学び、対応力と判断力を
身につける。

1
後

30 2 〇 〇 〇

26 〇 運転法規
運転に関する規則をはじめ動力車操縦者
（鉄道運転士）教養の基礎を学ぶ。

1
後

30 2 〇 〇 〇

27 〇 鉄道企業
全国鉄道会社の概要を学び就職活動や業務
知識に活かす。

1
後

60 4 〇 〇 〇



28 〇
企業実習(90

コマ）
テーマパーク・鉄道関連会社での企業実習

1
後

90 3 〇 〇 〇

29 〇
キャリアガイ

ダンス

就職活動に向けた業界研究、自己分析を行
い、書類選考、面接試験に向けた準備を行
う。

2
前

30 2 〇 〇

30 〇 事業計画 鉄道企業が携わる次世代事業を立案する。
2
前

30 2 〇 〇 〇

31 〇
おもてなし手

話
鉄道業界において接客等の際に必要となる
手話について学ぶ

2
前

30 2 〇 〇

32 〇 観光列車
観光・クルーズ列車の種類、運行形態を学
ぶ。

2
前

30 2 〇 〇 〇

33 〇 営業規則
乗車券類発売の基本ルールである旅客営業
規則を学ぶ。

2
前

30 2 〇 〇 〇

34 〇 運転士実務
運転士の基本業務を学び、対応力と判断力
を身につける。

2
前

30 2 〇 〇 〇

35 〇 技術基礎
安全作業のための心構えや準備、工具の取
り扱い方を学ぶ。

2
前

30 2 〇 〇 〇 〇

36 〇 鉄道電気
電気の基礎と電気工作物の作成知識を身に
つける。

2
前

30 2 〇 〇 〇

37 〇 鉄道企業
全国鉄道会社の概要を学び就職活動や業務
知識に活かす。

2
前

60 4 〇 〇 〇

38 〇
企業実習(90

コマ）
テーマパーク・鉄道関連会社での企業実習

2
前

90 3 〇 〇 〇

39 〇
キャリアガイ

ダンス

就職活動に向けた業界研究、自己分析を行
い、書類選考、面接試験に向けた準備を行
う。

2
後

30 2 〇

40 〇
マナープロト

コール
社会生活において必要となるマナーについ
て学ぶ

2
後

30 2 〇

41 〇 業界中国語 業界に特化した英会話力を習得する。
2
後

30 2 〇

42 〇
クルーサービ

ス
観光・クルーズ列車の接客接遇技術につい
て学ぶ。

2
後

30 2 〇 〇 〇



43 〇 事業計画 鉄道企業が携わる次世代事業を立案する。
2
後

30 2 〇 〇 〇

44 〇 駅務輸送
駅での運転業務を担う輸送の基本業務と役
割を理解する。

2
後

30 2 〇 〇 〇

45 〇 運転訓練
模擬教材（プラレール）を使用し、輸送障
害（人身事故等の列車遅延）への対応力と
知識を身につける。

2
後

30 2 〇 〇 〇

46 〇 指令実務

運転指令全般の業務を学ぶ。運転指令所か
ら各列車や各駅への無線連絡を聞き、どう
対応するかという対応力と判断力を身につ
ける。

2
後

30 2 〇 〇 〇

47 〇 鉄道車両
車両に関する知識と動力車操縦者（鉄道運
転士）教養の基礎を学ぶ。

2
後

30 2 〇 〇 〇

48 〇 鉄道設備
駅・線路・架線等の構造物に関する知識を
身につける。

2
後

30 2 〇 〇 〇

49 〇
企業実習(90

コマ）
テーマパーク・鉄道関連会社での企業実習

2
後

90 3 〇 〇 〇

50

49科目合計 1828単位時間(      100単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

各年度の出席率75％以上　各年度の単位取得数が全単位数の75％以上
１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 15週

（留意事項）



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

校長名

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

秘書技能検定2級 ③ 2人

人
人
人
％

％

（令和 4

1 名 5 ％

（別紙様式４）

令和５年７月３１日※１
（前回公表年月日：令和４年７月３１日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 所在地

サービス接遇検定２
級

③ 2人

ホスピタリティツーリズム
専門学校大阪

昭和56年4月1日 高田　直樹
〒550-0002
大阪府大阪市西区江戸堀2-1-25

（電話） 06-6447-0051
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人トラベルジャー
ナル学園 （電話）

商業実務 商業実務専門課程
観光学科エアライン科キャビンアテンダント専攻 平成16年文部科学省告示

第29号有
―

学科の目的 観光サービス関連企業との連携をより強固なものにして、本学卒業後に即戦力として就業できる人材を教育・育成する。

03-6734-2939
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

昭和55年4月1日 森谷　博
〒164-8550
東京都中野区東中野三丁目18番11号

認定年月日 平成26年4月1日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

- -
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間 1798 1738 - 60

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
学期毎に1回の試験を実施

200人 15人 0人 2人 0人 2人

長期休み
■夏　 季：7月下旬～9月30日までの5週間
■冬　 季：12月下旬～1月上旬の3週間
■春季休業：3月上旬～4月上旬までの3週間

卒業・進級
条件

全科目の内、80％以上の科目認定

出席率80％以上

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 （例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等
・体育祭実行委員会、図書委員、ＳＤＧｓ委員等
・研修旅行、フィールドワーク

担任、バディティーチャー制による定期的な面談実施

■サークル活動： 無

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　１人
・家事手伝い　　　　　　　　　　 　１人

年度卒業者に関する令和5年5月1日時点の情報）

■就職者数 13
100■就職率　　  　　　 　　　　：

■卒業者に占める就職者の割合
： 100

マナー・プロトコー
ル検定2級

③ 3人

令和4年4月1日時点において、在学者22名（令和4年4月1日入学者を含む）
令和5年3月31日時点において、在学者21名（令和5年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

経済的理由・進路変更

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

https://www.trajal.info/

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
面接指導、筆記試験対策、業界事情の講義

■卒業者数 13
■就職希望者数 13

■主な就職先、業界等（令和3年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
空港関連業界 （令和4年度卒業者に関する令和5年5月1日時点の情報）

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
出席率管理・出席率悪化学生の早期面談システム

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
長期留学制度奨学金　英語資格取得奨学金　家族推薦奨学金

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）



種別

②

③

③

③

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

古瀬　江梨奈 合同会社USJ人事部・卒業生 令和5年4月1日～
令和7年4月1日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合には、種別の欄は空欄で構いません。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（11月、2月）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
英語の科目が多くなっている。やはり今後の業界の流れを考えても将来的にはまたインバウンドが増えてくることも予想さ
れるので、ぜひいろいろなツールを使って英語力の向上を目指してもらいたい。　カリキュラムを拝見していると、英語表記
の科目が多いが、無理に英語表記にしなくても、日本語で内容がきちんとわかるようなものでも良いのではないか。

（開催日時（実績））
第１回　令和4年11月7日　16：30～18：00
第２回　令和5年1月30日　16：30～18：00

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

企業実習や本学卒業生の勤務状況、企業の施設を利用した実践的な講義を通じ、人事担当者や現場責任者の意見具申
をカリキュラム等に柔軟に反映させていく。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

業界からの要望、知見をもって、本学のカリキュラムの編成に対して意見・具申を行う。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

川崎　祥司 阪急電鉄㈱　運輸副部長 令和5年5月1日～
令和7年5月1日（２年）

廣岡　裕一

田中　知一

梅村　千尋

京都外国語大学グローバル観光学科教授

大阪府立布施高等学校

㈱日本旅行　企画チーフ

令和3年10月31日～
令和5年10月31日（２年）
令和5年6月1日～
令和7年5月31日（２年）
令和3年9月30日～
令和5年9月30日（２年）

木村　洋司 日本航空㈱　西日本地区副支配人 令和5年6月1日～
令和7年5月31日（２年）

令和５年3月31日現在

名　前 所　　　属 任期



（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「学科魅力付け研修」（連携企業等：　株式会社マックスマネジメント　）
期間：令和５年８月８日（火）～９（水）　、２２日（火）～２３日（水）　　　　　対象：教職員４５名
内容：①入学後のイベントのあり方　②SNS・動画やHPのあり方

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

本学の教員・講師は講師向け配布マニュアル「教務基本指導要領」に基づき、全体研修・集合研修・個人研修の受講または専門分野の研究を行
い、自己能力の開発に努めなければならない。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

キャリアガイダンス
（株）ジェイエアから、業界説明会並びに企業見学会の実
施。

株式会社ｼﾞｪｲｱｰﾙエア

研修名「学科魅力付け研修」（連携企業等：　株式会社マックスマネジメント　）
期間：令和４年８月２３日（火）～２４（水）　　　　　　対象：教職員１９名
内容：①新しい教育のあり方　②業界に就職させるための方策　③学科の魅力発信

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「学科魅力付け研修」（連携企業等：　株式会社マックスマネジメント　）
期間：令和４年８月２５日（木）～２６（金）　　　　　　対象：教職員２４名
内容：①新しい教育のあり方　②業界に就職させるための方策　③学科の魅力発信

エアポートジョブトレ
空港における輸出入貨物の手続き並びにカーゴハンドリン
グ業務に関する企業実習

株式会社日本トラフィックサービス他

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

企業との連携により、実際の業界関連業務に携わることで、就業時に即戦力として働ける力を醸成する。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

受け入れ先企業と協定書を交わし、一定期間の企業実習を行う。当該企業の担当者は、指導報告を本学に行う。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な3科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等



種別

②

③

③

③

③

③

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　　）
URL:https://www.trajal.info/
公表時期：令和５年１月３１日

木村　洋司 日本航空㈱　西日本地区副支配人
令和5年6月1日～
令和7年5月31日（２年）

古瀬　江梨奈 合同会社USJ人事部・卒業生
令和5年4月1日～
令和7年4月1日（２年）

川崎　祥司 阪急電鉄㈱　運輸副部長
令和3年10月31日～
令和5年10月31日（２年）

廣岡　裕一

田中　知一

梅村　千尋

京都外国語大学グローバル観光学科教授

大阪府立布施高等学校

㈱日本旅行　企画チーフ

令和3年10月31日～
令和5年10月31日（２年）

令和5年4月1日～
令和7年4月1日（２年）

令和3年9月30日～
令和5年9月30日（２年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

公開する学校関係者評価は、本学の自己点検結果に対して評価委員が意見具申し、修正されたものが学校関係者評価委
員においての最終承認を得たものである。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和5年3月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 専修学校設置基準の遵守、個人情報保護
（１０）社会貢献・地域貢献 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 留学生の受入れ・派遣

（６）教育環境 施設・設備、学内外の実習施設等
（７）学生の受入れ募集 学生募集活動、奨学金等
（８）財務 中長期的な学校の財務基盤、予算・収支計画、財務情報公開

（３）教育活動 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等
（４）学修成果 就職率の向上、資格取得率の向上、退学率の低減等
（５）学生支援 進路・就職に関する支援体制、学生相談に関する体制等

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 学校の理念・目的・育成人材像
（２）学校運営 運営方針に沿った事業計画の策定

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

本学における自校点検が適切であるか、学校関係者の高所から意見・評価を取り入れ、より良い学校経営に活かす。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL:https://www.trajal.info/

（８）学校の財務 財務状況
（９）学校評価 自己評価表
（１０）国際連携の状況 外国人留学生の受入、留学制度

（ホームページ　）

（５）様々な教育活動・教育環境 行事、課外活動
（６）学生の生活支援 健康診断、アルバイト、カウンセラー等
（７）学生納付金・修学支援 学費、学費減免制度、サポート制度

（２）各学科等の教育 学生数、カリキュラム、進級要件、資格取得実績、就職者数
（３）教職員 教員数
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取り組み状況

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

本学の情報を企業等に広く提供することで、本学への理解を深めていただき、学園・企業間で相互に連携を緊密化し、学生
就職時の最適なマッチングに活かしていく

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 教育理念、教育方針、所在地、校長名、施設名

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係
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1 〇
ホスピタリ

ティ入学研修

ホスピタリティ業界で活躍する人材として
の自覚を持ち、それを具現化していくため
のプログラムを実施する。

1
前

12 〇 〇 〇

2 〇
入学オリエン
テーション

エアライン科の学生としての心構えを持
ち、学校生活を通して、仲間との協調性、
主体性、思いやりの心など他者との関係構
築ができ、人として成長するためのワーク
や研修を行う。

1
前

12 〇 〇 〇

3 〇 ショートＨＲ

クラス内での役割分担、コミュニケーショ
ンを実践的に学ぶ。担任との学生生活、進
路等の相談を通じて、自分のキャリアプラ
ンの形成につなげる。

1
通
2
通

120 〇 〇 〇

4 〇 始業ＨＲ

2年間の学生生活を始めるにあたり、教員と
学生、およびクラスメイト同士の関係構築
やコミュニケーションを円滑にし、全員で
の意志統一をはかる。

1
前 4 〇 〇 〇

5 〇 業界英会話
エアライン業界で使用する専門用語、単語
や英会話フレーズを学ぶ。

1
前 30 2 〇 〇 〇

6 〇
ホスピタリ

ティ・SDGs研
究

ホスピタリティマインド・SDGsというふた
つのテーマに沿って、ホスピテリティの具
現化について考えを深める。

1
前 30 2 〇 〇 〇

7 〇
キャリアガイ
ダンス Ⅰ

前期はビジネスマナー、後期は自己分析や
面接練習など就職活動に繋げるための知識
や対応を学ぶ。

1
前 30 2 〇 〇 〇

8 〇
ビジネスプレ
ゼンテーショ

ン

業界や会社での業務に必要なプレゼンテー
ション能力の基礎を学ぶ、

1
前 30 2 〇 〇 〇

9 〇
Conversation
al English

日常生活や旅先で使う日常英会話の向上を
目指す。

1
前 30 2 〇 〇 〇

10 〇 TOEIC
TOEIC L&Rテストの解答テクニックなど対策
とトレーニングを行う。

1
前 30 2 〇 〇 〇

11 〇
TOEIC

Training

オンライン教材を使用し、TOEICにおける各
学生個人の苦手分野のトレーにングを行
う。

1
前 30 2 〇 〇 〇

12 〇
TOEIC
Reading

TOEIC Readingセクションの問題演習を行
う。

1
前 30 2 〇 〇 〇

13 〇
TOEIC

Listening
TOEIC Listeningセクションの問題演習を行
う。

1
前 30 2 〇 〇 〇

授業科目等の概要

（商業実務専門課程観光学科エアライン科キャビンアテンダント選考）令和5年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



14 〇
Listening
Training

ネイティブ講師による授業。さまざまな
テーマを用いて、Listening力強化を行う。

1
前 30 2 〇 〇 〇

15 〇
Reading
Training

ネイティブ講師による授業。さまざまな
テーマを用いて、Reading力強化を行う。

1
前 30 2 〇 〇 〇

16 〇
キャビンアテ
ンダント実務

キャビンアテンダントの基本知識、技能を
習得し、ケーススタディを繰り返し実践す
ることで創造力・対応力を身につける。

1
前 30 2 〇 〇 〇 〇

17 〇 航空業界研究
既存航空会社と比較しながら新しい航空会
社の提案を行うことで、既存航空会社の理
解を深める。

1
前 30 2 〇 〇 〇

18 〇
キャリアガイ

ダンスⅡ

SPI対策や、好印象を与える表情、所作、身
だしなみなどを学ぶ。また、模擬面接を通
して相手に好印象を与える話し方を身につ
ける。

1
前 30 2 〇 〇 〇

19 〇 業界英会話
エアライン業界で使用する専門用語、単語
や英会話フレーズを学ぶ。

1
後

30 2 〇 〇 〇

20 〇
キャリアガイ
ダンス Ⅲ

SPI対策や、好印象を与える表情、所作、身だしな
みなどを学ぶ。また、模擬面接を通して相手に好
印象を与える話し方を身につける。／シアトル留
学へ向けての意識づけや事前学習を行う。

1
後

30 2 〇 〇 〇 〇

21 〇
ビジネスプレ
ゼンテーショ

ン

業界や会社での業務に必要なプレゼンテー
ション能力の基礎を学ぶ、

1
後

30 2 〇 〇 〇

22 〇
Conversation
al English

日常生活や旅先で使う日常英会話の向上を
目指す。

1
後

30 2 〇 〇 〇

23 〇 TOEIC
TOEIC L&Rテストの解答テクニックなど対策
とトレーニングを行う。

1
後

30 2 〇 〇 〇

24 〇
TOEIC

Training

オンライン教材を使用し、TOEICにおける各
学生個人の苦手分野のトレーにングを行
う。

1
後

30 2 〇 〇 〇

25 〇
TOEIC
Reading

TOEIC Readingセクションの問題演習を行
う。

1
後

30 2 〇 〇 〇

26 〇
TOEIC

Listening
TOEIC Listeningセクションの問題演習を行
う。

1
後

30 2 〇 〇 〇

27 〇
Listening
Training

ネイティブ講師による授業。さまざまな
テーマを用いて、Listening力強化を行う。

1
後

30 2 〇 〇 〇



28 〇
Reading
Training

ネイティブ講師による授業。さまざまな
テーマを用いて、Reading力強化を行う。

1
後

30 2 〇 〇 〇

29 〇
ワールドリ

サーチ

多文化を学ぶことで多様性を理解し、世界
で通用するコミュニケーション力の向上を
目指す。また自らボランティアを企画・提
案・実行し、幅広く社会を見る力を養う。

1
後

30 2 〇 〇 〇

30 〇
キャビンアテ
ンダント実務

キャビンアテンダントの基本知識、技能を
習得し、ケーススタディを繰り返し実践す
ることで創造力・対応力を身につける。

1
後

30 2 〇 〇 〇 〇

31 〇 航空業界研究
既存航空会社と比較しながら新しい航空会
社の提案を行うことで、既存航空会社の理
解を深める。

1
後

30 2 〇 〇 〇

32 〇
エアポート
ジョブトレ

（空港実習）

航空業界あるいは観光関連業界企業での企
業実習を通して、社会人としてのマナーや
心構え、業務に対する考え方や意識を醸成
する。

1
後

60 2 〇 〇 〇 〇

33 〇
Conversation
al English

日常生活や旅先で使う日常英会話の向上を
目指す。

2
前

30 2 〇 〇 〇

34 〇 TOEIC
TOEIC L&Rテストの解答テクニックなど対策
とトレーニングを行う。

2
前

30 2 〇 〇 〇

35 〇
World

Geography

海外地理を通して各国の文化を英語で学
び、国際社会で活躍できる知識を身につけ
る。

2
前

30 2 〇 〇 〇

36 〇
Japanese
Culture

日本文化を海外の方へ紹介できるよう、日
本文化の知識をつけるとともに表現方法を
学ぶ。

2
前

30 2 〇 〇 〇

37 〇
業界中国語or
業界韓国語

中国語・韓国語の基礎知識を学び、自己紹
介から接客に必要なフレーズまで実践的な
会話を学ぶ。

2
前

30 2 〇 〇 〇

38 〇
ワールドリ

サーチ

多文化を学ぶことで多様性を理解し、世界
で通用するコミュニケーション力の向上を
目指す。また自らボランティアを企画・提
案・実行し、幅広く社会を見る力を養う。

2
前

30 2 〇 〇 〇

39 〇
キャビンアテ
ンダント実務

キャビンアテンダントの基本知識、技能を
習得し、ケーススタディを繰り返し実践す
ることで創造力・対応力を身につける。

2
前

30 2 〇 〇 〇 〇

40 〇
デジタルマー
ケティング

航空業界でも進むICT化に対応できる知識と
スキルを身につける。

2
前

30 2 〇 〇 〇

41 〇
おもてなし手

話
航空業界の接客において必要なおもてなし
手話を学び実践を通して身につける。

2
前

30 2 〇 〇 〇

42 〇
ビジネスマ

ナー

電話応対、来客対応、名刺交換、文書の書
き方、食事のマナーなど社会人に必要な知
識を実践的に学ぶ。

2
前

30 2 〇 〇 〇

43 〇 時事研究Ⅱ

社会人の基本となる時事問題について基礎
知識を習得し、グループワークやプレゼン
テーションを通して、考察力や発表力を養
う。

2
前

30 2 〇 〇 〇



44 〇 航空保安
航空保安業務前半の知識習得や過去の航空
機事故事例を通して安全について学ぶ。

2
前

30 2 〇 〇 〇

45 〇
エアラインエ
クスパート

各専攻1年次に学んだ内容をアウトプットし
ながら、ワークシート形式の事例に対して
お互いの仕事のつながりを考え取り組み、
広い視野や知識、対応力を身につける。

2
前

30 2 〇 〇 〇

46 〇
Conversation
al English

日常生活や旅先で使う日常英会話の向上を
目指す。

2
後

30 2 〇 〇 〇

47 〇 TOEIC
TOEIC L&Rテストの解答テクニックなど対策
とトレーニングを行う。

2
後

30 2 〇 〇 〇

48 〇
World

Geography

海外地理を通して各国の文化を英語で学
び、国際社会で活躍できる知識を身につけ
る。

2
通

30 2 〇 〇 〇

49 〇
Japanese
Culture

日本文化を海外の方へ紹介できるよう、日
本文化の知識をつけるとともに表現方法を
学ぶ。

2
通

30 2 〇 〇 〇

50 〇
業界中国語or
業界韓国語

中国語・韓国語の基礎知識を学び、自己紹
介から接客に必要なフレーズまで実践的な
会話を学ぶ。

2
通

30 2 〇 〇 〇

51 〇
ワールドリ

サーチ

多文化を学ぶことで多様性を理解し、世界
で通用するコミュニケーション力の向上を
目指す。また自らボランティアを企画・提
案・実行し、幅広く社会を見る力を養う。

2
通

30 2 〇 〇 〇

52 〇
キャビンアテ
ンダント実務

キャビンアテンダントの基本知識、技能を
習得し、ケーススタディを繰り返し実践す
ることで創造力・対応力を身につける。

2
通

30 2 〇 〇 〇 〇

53 〇
国内・国際空

港地理

国内・海外の空港周辺の地理（空港→中心
都市への地上交通手段）や文化、特産物等
を学び接客に役立つ知識を養う。

2
通

30 2 〇 〇 〇

54 〇
おもてなし手

話
航空業界の接客において必要なおもてなし
手話を学び実践を通して身につける。

2
通

30 2 〇 〇 〇

55 〇
ビジネスマ

ナー

電話応対、来客対応、名刺交換、文書の書
き方、食事のマナーなど社会人に必要な知
識を実践的に学ぶ。

2
通

30 2 〇 〇 〇

56 〇
メンタルヘル
スマネジメン

ト

就職後、社会人として精神的にも企業での
適応力を発揮できるよう、メンタルヘルス
に関する知識について学ぶ。

2
前

30 2 〇 〇 〇

57 〇 航空運賃料金
旅客機の運賃ルールや予約の取り方、各社
のマイレージプログラムについて学ぶ。

2
後

30 2 〇 〇 〇

58 〇 卒業制作
2年間で学んだエアライン実務の集大成とし
て、テーマに沿って課題に取り組み、最後
にプレゼンテーションを行う。

2
後

30 2 〇 〇 〇

59



58科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

各年度の出席率80％以上　各年度の単位取得数が全単位数の80％以上
１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 15週

（留意事項）

1798単位時間(      108単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

合計



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

秘書技能検定2級 ③ 1人

人
人
人
％

％

（令和 4

0 名 0 ％

サービス接遇検定 ③ 2人

アマデウスシステム
検定　Specialist

③ 7人

ホスピタリティツーリズム
専門学校大阪

昭和56年4月1日 高田　直樹
〒550-0002
大阪府大阪市西区江戸堀2-1-25

（電話） 06-6447-0051
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人トラベルジャー
ナル学園

昭和55年4月1日 森谷　博
〒164-8550
東京都中野区東中野三丁目18番11号

（別紙様式４）

令和５年７月３１日※１
（前回公表年月日：令和４年７月３１日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

（電話）

商業実務 商業実務専門課程
観光学科エアライン科グランドスタッフ専攻 平成16年文部科学省告示

第29号有
―

学科の目的 観光サービス関連企業との連携をより強固なものにして、本学卒業後に即戦力として就業できる人材を教育・育成する。

03-6734-2939
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成26年4月1日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

- -
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間 1798 1738 - 60

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
学期毎に1回の試験を実施

200人 14人 2人 2人 0人 2人

長期休み
■夏　 季：7月下旬～9月30日までの5週間
■冬　 季：12月下旬～1月上旬の3週間
■春季休業：3月上旬～4月上旬までの3週間

卒業・進級
条件

全科目の内、80％以上の科目認定

出席率80％以上

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 （例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等
・体育祭実行委員会、図書委員、ＳＤＧｓ委員等
・研修旅行、フィールドワーク

担任、バディティーチャー制による定期的な面談実施

■サークル活動： 無

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　1人

年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

■就職者数 10
100■就職率　　  　　　 　　　　：

■卒業者に占める就職者の割合
： 91

令和4年4月1日時点において、在学者14名（令和4年4月1日入学者を含む）
令和5年3月31日時点において、在学者14名（令和5年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

0

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

https://www.trajal.info/

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
面接指導、筆記試験対策、業界事情の講義

■卒業者数 11
■就職希望者数 10

■主な就職先、業界等（令和4年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
空港関連業界 （令和4年度卒業者に関する令和5年5月1日時点の情報）

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
出席率管理・出席率悪化学生の早期面談システム

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
長期留学制度奨学金　英語資格取得奨学金　家族推薦奨学金

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）



種別

②

②

③

③

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合には、種別の欄は空欄で構いません。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（11月、2月）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
英語の科目が多くなっている。やはり今後の業界の流れを考えても将来的にはまたインバウンドが増えてくることも予想さ
れるので、ぜひいろいろなツールを使って英語力の向上を目指してもらいたい。　カリキュラムを拝見していると、英語表記
の科目が多いが、無理に英語表記にしなくても、日本語で内容がきちんとわかるようなものでも良いのではないか。

（開催日時（実績））
第１回　令和4年11月7日　16：30～18：00
第２回　令和5年1月30日　16：30～18：00

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

企業実習や本学卒業生の勤務状況、企業の施設を利用した実践的な講義を通じ、人事担当者や現場責任者の意見具申
をカリキュラム等に柔軟に反映させていく。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

業界からの要望、知見をもって、本学のカリキュラムの編成に対して意見・具申を行う。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

木村　洋司 日本航空㈱　西日本地区副支配人 令和5年6月1日～
令和7年5月31日（２年）

田中　知一

梅村　千尋

川崎　祥司

大阪府立布施高等学校

㈱日本旅行　企画チーフ

阪急電鉄㈱　運輸副部長

令和5年4月1日～
令和7年4月1日（２年）
令和3年9月30日～
令和5年9月30日（２年）
令和5年5月1日～
令和7年5月1日（２年）

古瀬　江梨奈 合同会社USJ人事部・卒業生 令和5年4月1日～
令和7年4月1日（２年）

令和５年3月31日現在

名　前 所　　　属 任期

廣岡　裕一 京都外国語大学グローバル観光学科教授 令和3年10月31日～
令和5年10月31日（２年）



（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「学科魅力付け研修」（連携企業等：　株式会社マックスマネジメント　）
期間：令和５年８月８日（火）～９（水）　、２２日（火）～２３日（水）　　　　　対象：教職員４５名
内容：①入学後のイベントのあり方　②SNS・動画やHPのあり方

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

本学の教員・講師は講師向け配布マニュアル「教務基本指導要領」に基づき、全体研修・集合研修・個人研修の受講または専門分野の研究を行
い、自己能力の開発に努めなければならない。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

キャリアガイダンス
（株）ジェイエアから、業界説明会並びに企業見学会の実
施。

株式会社ジェイエア

グランドスタッフ実務
（株）JALスカイ大阪などをお招きし、スキルコンテストを開
催

株式会社JALスカイ大阪他

研修名「学科魅力付け研修」（連携企業等：　株式会社マックスマネジメント　）
期間：令和４年８月２３日（火）～２４（水）　　　　　　対象：教職員１９名
内容：①新しい教育のあり方　②業界に就職させるための方策　③学科の魅力発信

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「学科魅力付け研修」（連携企業等：　株式会社マックスマネジメント　）
期間：令和４年８月２５日（木）～２６（金）　　　　　　対象：教職員２４名
内容：①新しい教育のあり方　②業界に就職させるための方策　③学科の魅力発信

エアポートジョブトレ
空港における輸出入貨物の手続き並びにカーゴハンドリン
グ業務に関する企業実習

株式会社日本トラフィックサービス

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

企業との連携により、実際の業界関連業務に携わることで、就業時に即戦力として働ける力を醸成する。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

受け入れ先企業と協定書を交わし、一定期間の企業実習を行う。当該企業の担当者は、指導報告を本学に行う。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な3科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等



種別

②

②

③

③

③

③

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　　）
URL:https://www.trajal.info/
公表時期：令和５年１月３１日

古瀬　江梨奈 合同会社USJ人事部・卒業生
令和5年4月1日～
令和7年4月1日（２年）

廣岡　裕一 京都外国語大学グローバル観光学科教授
令和3年10月31日～
令和5年10月31日（２年）

木村　洋司 日本航空㈱　西日本地区副支配人
令和5年6月1日～
令和7年5月31日（２年）

田中　知一

梅村　千尋

川崎　祥司

大阪府立布施高等学校

㈱日本旅行　企画チーフ

阪急電鉄㈱　運輸副部長

令和5年4月1日～
令和7年4月1日（２年）

令和3年9月30日～
令和5年9月30日（２年）

令和5年5月1日～
令和7年5月1日（２年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

公開する学校関係者評価は、本学の自己点検結果に対して評価委員が意見具申し、修正されたものが学校関係者評価委
員においての最終承認を得たものである。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和5年3月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 専修学校設置基準の遵守、個人情報保護
（１０）社会貢献・地域貢献 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 留学生の受入れ・派遣

（６）教育環境 施設・設備、学内外の実習施設等
（７）学生の受入れ募集 学生募集活動、奨学金等
（８）財務 中長期的な学校の財務基盤、予算・収支計画、財務情報公開

（３）教育活動 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等
（４）学修成果 就職率の向上、資格取得率の向上、退学率の低減等
（５）学生支援 進路・就職に関する支援体制、学生相談に関する体制等

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 学校の理念・目的・育成人材像
（２）学校運営 運営方針に沿った事業計画の策定

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

本学における自校点検が適切であるか、学校関係者の高所から意見・評価を取り入れ、より良い学校経営に活かす。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL:https://www.trajal.info/

（８）学校の財務 財務状況
（９）学校評価 自己評価表
（１０）国際連携の状況 外国人留学生の受入、留学制度

（ホームページ　）

（５）様々な教育活動・教育環境 行事、課外活動
（６）学生の生活支援 健康診断、アルバイト、カウンセラー等
（７）学生納付金・修学支援 学費、学費減免制度、サポート制度

（２）各学科等の教育 学生数、カリキュラム、進級要件、資格取得実績、就職者数
（３）教職員 教員数
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取り組み状況

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

本学の情報を企業等に広く提供することで、本学への理解を深めていただき、学園・企業間で相互に連携を緊密化し、学生
就職時の最適なマッチングに活かしていく

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 教育理念、教育方針、所在地、校長名、施設名

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係
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1 〇
ホスピタリ

ティ入学研修

ホスピタリティ業界で活躍する人材として
の自覚を持ち、それを具現化していくため

のプログラムを実施する。

1
前

12 〇 〇 〇

2 〇
入学オリエン
テーション

エアライン科の学生としての心構えを持
ち、学校生活を通して、仲間との協調性、
主体性、思いやりの心など他者との関係構
築ができ、人として成長するためのワーク
や研修を行う。

1
前

12 〇 〇 〇

3 〇 ショートＨＲ

クラス内での役割分担、コミュニケーショ
ンを実践的に学ぶ。担任との学生生活、進
路等の相談を通じて、自分のキャリアプラ
ンの形成につなげる。

1
通
2
通

120 〇 〇 〇

4 〇 始業ＨＲ

2年間の学生生活を始めるにあたり、教員と
学生、およびクラスメイト同士の関係構築
やコミュニケーションを円滑にし、全員で
の意志統一をはかる。

1
前 4 〇 〇 〇

5 〇 業界英会話
エアライン業界で使用する専門用語、単語
や英会話フレーズを学ぶ。

1
前 30 2 〇 〇 〇

6 〇
ホ ス ピ タ リ
ティ・SDGs研
究

ホスピタリティマインド・SDGsというふた
つのテーマに沿って、ホスピテリティの具
現化について考えを深める。

1
前 30 2 〇 〇 〇

7 〇
キャリアガイ
ダンス Ⅰ

前期はビジネスマナー、後期は自己分析や
面接練習など就職活動に繋げるための知識
や対応を学ぶ。

1
前 30 2 〇 〇 〇

8 〇
ビジネスプレ
ゼンテーショ
ン

業界や会社での業務に必要なプレゼンテー
ション能力の基礎を学ぶ、

1
前 30 2 〇 〇 〇

9 〇
Conversation
al English

日常生活や旅先で使う日常英会話の向上を
目指す。

1
前 30 2 〇 〇 〇

10 〇 TOEIC
TOEIC L&Rテストの解答テクニックなど対策
とトレーニングを行う。

1
前 30 2 〇 〇 〇

11 〇
TOEIC
Training

オンライン教材を使用し、TOEICにおける各
学生個人の苦手分野のトレーにングを行
う。

1
前 30 2 〇 〇 〇

12 〇
TOEIC
Reading

TOEIC Readingセクションの問題演習を行
う。

1
前 30 2 〇 〇 〇

授業科目等の概要

（商業実務専門課程観光学科エアライン科グランドスタッフ選考）令和5年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携



13 〇
TOEIC
Listening

TOEIC Listeningセクションの問題演習を行
う。

1
前 30 2 〇 〇 〇

14 〇
Listening
Training

ネイティブ講師による授業。さまざまな
テーマを用いて、Listening力強化を行う。

1
前 30 2 〇 〇 〇

15 〇
Reading
Training

ネイティブ講師による授業。さまざまな
テーマを用いて、Reading力強化を行う。

1
前 30 2 〇 〇 〇

16 〇
グ ラ ン ド ス
タッフ実務

グランドスタッフの基本知識、技能を習得
し、ケーススタディを繰り返し実践するこ
とで創造力・対応力を身につける。

1
前 30 2 〇 〇 〇 〇

17 〇 航空業界研究
既存航空会社と比較しながら新しい航空会
社の提案を行うことで、既存航空会社の理
解を深める。

1
前 30 2 〇 〇 〇

18 〇
キャリアガイ
ダンスⅡ

SPI対策や、好印象を与える表情、所作、身
だしなみなどを学ぶ。また、模擬面接を通
して相手に好印象を与える話し方を身につ
ける。

1
前 30 2 〇 〇 〇

19 〇 業界英会話
エアライン業界で使用する専門用語、単語
や英会話フレーズを学ぶ。

1
後

30 2 〇 〇 〇

20 〇
キャリアガイ
ダンス Ⅲ

SPI対策や、好印象を与える表情、所作、身だしな
みなどを学ぶ。また、模擬面接を通して相手に好印
象を与える話し方を身につける。／シアトル留学へ
向けての意識づけや事前学習を行う。

1
後

30 2 〇 〇 〇 〇

21 〇
ビジネスプレ
ゼンテーショ
ン

業界や会社での業務に必要なプレゼンテー
ション能力の基礎を学ぶ、

1
後

30 2 〇 〇 〇

22 〇
Conversation
al English

日常生活や旅先で使う日常英会話の向上を
目指す。

1
後

30 2 〇 〇 〇

23 〇 TOEIC
TOEIC L&Rテストの解答テクニックなど対策
とトレーニングを行う。

1
後

30 2 〇 〇 〇

24 〇
TOEIC
Training

オンライン教材を使用し、TOEICにおける各
学生個人の苦手分野のトレーにングを行
う。

1
後

30 2 〇 〇 〇

25 〇
TOEIC
Reading

TOEIC Readingセクションの問題演習を行
う。

1
後

30 2 〇 〇 〇

26 〇
TOEIC
Listening

TOEIC Listeningセクションの問題演習を行
う。

1
後

30 2 〇 〇 〇



27 〇
Listening
Training

ネイティブ講師による授業。さまざまな
テーマを用いて、Listening力強化を行う。

1
後

30 2 〇 〇 〇

28 〇
Reading
Training

ネイティブ講師による授業。さまざまな
テーマを用いて、Reading力強化を行う。

1
後

30 2 〇 〇 〇

29 〇
ワ ー ル ド リ
サーチ

多文化を学ぶことで多様性を理解し、世界
で通用するコミュニケーション力の向上を
目指す。また自らボランティアを企画・提
案・実行し、幅広く社会を見る力を養う。

1
後

30 2 〇 〇 〇

30 〇
グ ラ ン ド ス
タッフ実務

グランドスタッフの基本知識、技能を習得
し、ケーススタディを繰り返し実践するこ
とで創造力・対応力を身につける。

1
後

30 2 〇 〇 〇 〇

31 〇 航空業界研究
既存航空会社と比較しながら新しい航空会
社の提案を行うことで、既存航空会社の理
解を深める。

1
後

30 2 〇 〇 〇

32 〇
エ ア ポ ー ト
ジ ョ ブ ト レ
（空港実習）

航空業界あるいは観光関連業界企業での企
業実習を通して、社会人としてのマナーや
心構え、業務に対する考え方や意識を醸成
する。

1
後

60 2 〇 〇 〇 〇

33 〇
Conversation
al English

日常生活や旅先で使う日常英会話の向上を
目指す。

2
前

30 2 〇 〇 〇

34 〇 TOEIC
TOEIC L&Rテストの解答テクニックなど対策
とトレーニングを行う。

2
前

30 2 〇 〇 〇

35 〇
World
Geography

海外地理を通して各国の文化を英語で学
び、国際社会で活躍できる知識を身につけ
る。

2
前

30 2 〇 〇 〇

36 〇
Japanese
Culture

日本文化を海外の方へ紹介できるよう、日
本文化の知識をつけるとともに表現方法を
学ぶ。

2
前

30 2 〇 〇 〇

37 〇
業界中国語or
業界韓国語

中国語・韓国語の基礎知識を学び、自己紹
介から接客に必要なフレーズまで実践的な
会話を学ぶ。

2
前

30 2 〇 〇 〇

38 〇
ワ ー ル ド リ
サーチ

多文化を学ぶことで多様性を理解し、世界
で通用するコミュニケーション力の向上を
目指す。また自らボランティアを企画・提
案・実行し、幅広く社会を見る力を養う。

2
前

30 2 〇 〇 〇

39 〇
グ ラ ン ド ス
タッフ実務

グランドスタッフの基本知識、技能を習得
し、ケーススタディを繰り返し実践するこ
とで創造力・対応力を身につける。

2
前

30 2 〇 〇 〇 〇

40 〇
デジタルマー
ケティング

航空業界でも進むICT化に対応できる知識と
スキルを身につける。

2
前

30 2 〇 〇 〇

41 〇
おもてなし手
話

航空業界の接客において必要なおもてなし
手話を学び実践を通して身につける。

2
前

30 2 〇 〇 〇

42 〇
ビ ジ ネ ス マ
ナー

電話応対、来客対応、名刺交換、文書の書
き方、食事のマナーなど社会人に必要な知
識を実践的に学ぶ。

2
前

30 2 〇 〇 〇



43 〇 時事研究Ⅱ

社会人の基本となる時事問題について基礎
知識を習得し、グループワークやプレゼン
テーションを通して、考察力や発表力を養
う。

2
前

30 2 〇 〇 〇

44 〇 航空保安
航空保安業務前半の知識習得や過去の航空
機事故事例を通して安全について学ぶ。

2
前

30 2 〇 〇 〇

45 〇
エアラインエ
クスパート

各専攻1年次に学んだ内容をアウトプットし
ながら、ワークシート形式の事例に対して
お互いの仕事のつながりを考え取り組み、
広い視野や知識、対応力を身につける。

2
前

30 2 〇 〇 〇

46 〇
Conversation
al English

日常生活や旅先で使う日常英会話の向上を
目指す。

2
後

30 2 〇 〇 〇

47 〇 TOEIC
TOEIC L&Rテストの解答テクニックなど対策
とトレーニングを行う。

2
後

30 2 〇 〇 〇

48 〇
World
Geography

海外地理を通して各国の文化を英語で学
び、国際社会で活躍できる知識を身につけ
る。

2
通

30 2 〇 〇 〇

49 〇
Japanese
Culture

日本文化を海外の方へ紹介できるよう、日
本文化の知識をつけるとともに表現方法を
学ぶ。

2
通

30 2 〇 〇 〇

50 〇
業界中国語or
業界韓国語

中国語・韓国語の基礎知識を学び、自己紹
介から接客に必要なフレーズまで実践的な
会話を学ぶ。

2
通

30 2 〇 〇 〇

51 〇
ワ ー ル ド リ
サーチ

多文化を学ぶことで多様性を理解し、世界
で通用するコミュニケーション力の向上を
目指す。また自らボランティアを企画・提
案・実行し、幅広く社会を見る力を養う。

2
通

30 2 〇 〇 〇

52 〇
グ ラ ン ド ス
タッフ実務

グランドスタッフの基本知識、技能を習得
し、ケーススタディを繰り返し実践するこ
とで創造力・対応力を身につける。

2
通

30 2 〇 〇 〇 〇

53 〇
国内・国際空
港地理

国内・海外の空港周辺の地理（空港→中心
都市への地上交通手段）や文化、特産物等
を学び接客に役立つ知識を養う。

2
通

30 2 〇 〇 〇

54 〇
おもてなし手
話

航空業界の接客において必要なおもてなし
手話を学び実践を通して身につける。

2
通

30 2 〇 〇 〇

55 〇
ビ ジ ネ ス マ
ナー

電話応対、来客対応、名刺交換、文書の書
き方、食事のマナーなど社会人に必要な知
識を実践的に学ぶ。

2
通

30 2 〇 〇 〇

56 〇
メンタルヘル
スマネジメン
ト

就職後、社会人として精神的にも企業での
適応力を発揮できるよう、メンタルヘルス
に関する知識について学ぶ。

2
前

30 2 〇 〇 〇

57 〇 航空運賃料金
旅客機の運賃ルールや予約の取り方、各社
のマイレージプログラムについて学ぶ。

2
後

30 2 〇 〇 〇

58 〇 卒業制作
2年間で学んだエアライン実務の集大成とし
て、テーマに沿って課題に取り組み、最後
にプレゼンテーションを行う。

2
後

30 2 〇 〇 〇



58科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 15週

（留意事項）

1798単位時間(      108単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

合計


